
介護ステーション ぶらんち
ニュースレター Vol. 75

令和5年3月号

癒しおすすめ商品
これがあれば

絶品の卵かけごはん変身！！

下関の醤油屋と
下関の雲丹屋が作りあげました

トローリ濃厚な≪雲丹醤油（うにしょうゆ）≫
美味しく使い勝手のよい「雲丹の調味料」をお探しのあなたへ！
下関の雲丹屋と醤油屋の共同開発！
『雲丹醤油』卵かけごはんに！パスタに！

うにそぼろのかくし味は絶妙

1本 ９００円（税込）

WBCワールド・ベースボール・クラッシックが熱い！

野球がこんなにも凄い！なんて・・・
日本選手のチームワークが凄い・・・
チームワークという理想がここにあるような気がします。
大谷選手、ダルビッシュ選手を頭にしながら、
この２人も威張ることもなく、
大谷選手は自身の能力を最大限に出すことに集中し
ダルビッシュ選手はそれに加え、仲間の成長に寄り添うような
行動を散る。
すぐれている技術を何としても自身も身につけたい！という
各々の能力を互いが認め合い、
学ぼうとする空気感が伝わる。
この空気感がある以上、負ける気がしない。
世の中、足の引っ張り合いが常に起こる。
引っ張りあっている時間自体がもったいない。
見て、聞いて、話して、共に成長する時間にする空気感が
自身がスキルアップし、
よりよい経済を獲得する最短の道と、
私は考える。
五感とは言わない。
せめて、三感。見る、聞く、話す、を日々、大切に生きていきたい

ぶらんちの今を紹介

２０２３年、新しい年を迎え、
私自身、少し考えることがあります。

私はまもなく介護業界にお世話になり、
30年を迎えます。
初めは、ただただ、上手になりたくて
一所懸命でした。
段々、介護職の地位の低さに
疑問が。。。
疑問から苛立たしさを思えた時期もありました。
今は、
もっと介護職もプロになる、という意識の成長が
必要であると同時に、
社会もj介護職をエッセンシャルワーカーとして
認めていくい気運が必要。
そして、医療関係者の方々が介護職を大切に
する姿勢の３つが求められる、と考えるように
なりました。

日本の介護現場しか知らない私。
そんな考えももしかしたら井の中の蛙なのかも。
そこで、知り合いからの勧めがあり、
4月にフィンランドの在宅介護を手伝いに1週間
行ってきます。また、報告いたします。
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